


社
労
士
　　教

■ 災害のあらまし ■

■ 判断 ■

■ 解説 ■

                

社
会
保
険
労
務
士　

表
参
道
Ｈ
Ｒ
オ
フ
ィ
ス 

　
　
　
　
　
　

 　
　

   　
　

所
長　

山
本　

純
次　

一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｒ
ア
ッ
プ
21 　

東
京
会

30　　《安全スタッフ》2016・8・15

＜執筆＞

会
社
指
示
で
参
加
し
た
取
引
先
の
運
動
会
で
け
が

第 225 回

埼玉県内の自動車製造工場に勤務する作

業員 A は、毎年、A が所属する B 社の重要

な取引先である C 社の社内運動会に会社指

示で参加している。この運動会は毎年夏場

で暑い時期に開催されるが、張り切って参

加した A は、C 社より事前に参加を要請さ

れたリレーや借り物競争に参加していたと

ころ、気付くと脱水症状で倒れ、救急車で

搬送された。倒れた際に頭を地面にぶつけ、

軽い脳震盪を起こしたため、3 日の入院が

必要となった。

業務外に行われるレクリエーション活動

中のケガや事故などについては、通常業務

性もないことから労災として認定されない

ケースが多いが、今回のケースでは、業務

に密接に関係のある取引先のイベントで、

会社上司より指示されての参加であった。

また、脱水症状が起こった要因について、

作業員 A は指定された競技に参加し、C 社

の運動会の運営に沿ったものであり、個人

的な事情や会社指示からの逸脱性もないこ

とから、今回の運動会参加という行為が業

務との関連性が強く認められたため、業務

災害として労災が認定された。

運動競技会などのレクリエーション活

動における業務災害の認定の可否について

は、労災の認定基準である、業務起因性や

業務遂行性が認められる行為なのかという

判断において、形式上の業務に関連する行

事なのか、実質的な会社の指示の有無があ

るのかなどの基準で判断される。また、災

害を起こした際の行為が個人的な恣意性や

が

え
る
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業務指示を逸脱した行為でないかというこ

とも判断基準として考えられる。

今回のケースでは、C 社の運動会は毎年

恒例であり、B 社にとってビジネス関係に

おいても重要な取引先であり、A の参加に

ついては上司からの参加命令があったこと

から、業務への強い関連性が認められる。

また、判例では社外運動競技会などへの

参加の際の業務性の判断について、会場ま

での旅費交通費の負担が会社であるか個人

であるかという基準を示しているものもあ

る（平成 12.5.18 基発 366 号）。当然会社

負担であれば業務として参加していること

の裏付けともなり、業務起因性が強いと判

断できる。今回のケースでは会社指示とい

うこともあり、会場までの交通費は会社が

後日経費として負担していたため、上記の

判例上も業務起因性が認められるが、加え

て、この運動会への参加が業務上重要な関

係性があるものなのかということも、判断

基準として考慮すべきであろう。

また、さらに詳細を検討していくと、運

動会での災害が個人的な恣意的行動であっ

たり、逸脱性が高いものであった場合は判

断基準も変わってくると考えられる。例え

ば、会社の命令で参加した運動会であるが、

取引先 C 社から参加要請されたのはリレー

と借り物競争だけであったが、調子に乗っ

てしまいマラソンなどにも参加したとこ

ろ、必要以上に競技に参加したため、疲労

がたまり、暑さも加わり脱水症状を起こし

たというケースであった場合、通常期待さ

れていた業務に関わる行動を超えた、恣意

的で逸脱している行為と考えられるため、

労災として認められないという判断になる

であろう。

上記の恣意性などの判断については、

今回のケースでは、夏場の暑い日に参加し

た中で、通常予定されていた種目に出場し

ていた際に起こった災害であり、C 社の指

定した競技に取り組んでいたときの災害で

あったため、恣意性や逸脱性は認められな

いと判断される。このため、社外の運動会

というレクリエーション活動であっても業

務との関連性が認められれば労災として判

断し得るものとなる。

このように業務災害に関する判断基準と

して、社外における業務外の活動であって

も、それが、重要な取引先の会社の活動で

あるような場合や、その活動に会社として

参加指示をしているなどの形式的な基準が

あり、業務との関連性が認められれば労災

として認められる形となる。

他の同じような例で考えると、取引先の

10 周年記念パーティーなどに、両社の関係

性の向上のため上司の指示により取引先担

当者への挨拶も兼ねて参加し、パーティー

途中でお祝いの挨拶などを行った場合に、

パーティー中に提供された飲食物のせいで

食中毒が発生し入院したというような状況

でも、社外行事ではあるが、業務との関連

性が強く、上司の指示で参加しているもの

であるため、上記運動会での災害と同じよ

うな判断ができると推定される。


